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『川越遺跡』の模型を造る島田工業高等学校建築科の皆さん。
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平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
、
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予

算
２
件
、
島
田
市
民
憲
章
の
議
決

案
件
な
ど
の
一
般
議
案
７
件
、
計

17
議
案
が
審
議
さ
れ
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
３
億
８

５
０
０
万
円
の
減
額
で
す
。
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整

備
費
、
低
所
得
者
へ
の
介
護
保
険

料
軽
減
経
費
、
温
泉
施
設
基
金
の

新
規
積
立
金
が
計
上
さ
れ
た
一
方

で
、
道
路
新
設
改
良
費
が
、
国
の

交
付
金
の
減
に
よ
り
大
き
く
減
額

さ
れ
ま
し
た
。

答　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
お
お
む

ね
３
０
０
０
人
が
対
象
で
あ
る
。

年
額
２
万
７
３
０
０
円
の
保
険
料

を
２
万
４
６
０
０
円
に
軽
減
す
る
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

　

シ
ス
テ
ム
整
備
費

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
市
民

周
知
、
お
よ
び
職
員
研
修
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

８
月
ご
ろ
か
ら
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
、
Ｆ
Ｍ
島
田
等
で

周
知
す
る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
が
完

了
し
た
後
、
使
用
す
る
職
員
に
対

し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研
修
を
実

施
す
る
。

　

６
月
11
・
12
日
の
２
日
間
で
13

人
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
つ
い

て
一
般
質
問
し
ま
し
た
。（
６
～
12

ペ
ー
ジ
）

　

新
た
な
委
員
構
成
と
な
っ
た
３

つ
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る

前
の
６
月
16
日
と
、
追
加
議
案
が

出
さ
れ
た
29
日
に
、
5
人
の
議
員

が
議
案
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
一
部
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

低
所
得
者
保
険
料
軽
減
繰
出
金

問　

介
護
保
険
料
を
軽
減
す
る
に

至
っ
た
経
過
、
お
よ
び
内
容
を
伺

う
。

に
関
す
る
条
例
、
田
代
の
郷
温
泉

条
例
の
一
部
改
正
を
含
む
条
例
案

７
件
、
市
道
路
線
の
認
定
と
廃
止
、

初
倉
小
学
校
校
舎
耐
震
化
工
事
の

請
負
契
約
、教
育
委
員
会
、公
平
委

員
会
、
固
定
資
産
評
価
員
の
人
事

一般会計３億8,500万円の減額補正を可決！
3つの常任委員会の分散開催を試行

平
成
27
年
度

　

補
正
予
算
等
を
可
決

一
般
質
問
に
13
人
が
登
壇

議
案
質
疑
に
５
人
が
登
壇

校舎耐震化工事が行なわれている初倉小学校

平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
29
日

ま
で
、
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

保健福祉センター「はなみずき」での介護支援相談
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ザ
ッ
討
論

ザ
ッ
討
論
賛
成   

 

反
対

結
果
は
採
決
結
果
一
覧
の
と
お
り

工
事
請
負
契
約（
初
倉

小
学
校
校
舎
耐
震
化
）

【
議
案
第
60
号
】

　

６
月
定
例
会
で
は
、
議
案
１
件

に
対
し
、
１
人
の
議
員
が
反
対
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
と
は
、
議
案
等
に
対
し
て

採
決
の
前
の
段
階
に
お
い
て
、
賛

成
ま
た
は
反
対
の
意
見
を
述
べ
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

反
対

　

市
外
の
業
者
へ
の
工
事
発
注
に

反
対
だ
。
企
業
体
や
下
請
け
な
ど
、

地
元
企
業
が
関
わ
れ
る
取
り
組
み

が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

市
の
経
済
は
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
国
は
財
政
再
建
の
た
め
の
歳

出
削
減
を
明
言
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
妥
結
と
も
な
れ
ば
、
国
内
の
産

業
は
一
層
厳
し
さ
が
増
す
。

　

多
額
の
予
算
を
投
じ
て
企
業
誘

致
や
人
口
減
少
対
策
、
プ
レ
ミ
ア

ム
金
券
発
行
な
ど
経
済
対
策
を
行

う
一
方
で
、
２
億
円
も
の
予
算
を

費
や
す
公
共
事
業
を
、
地
元
企
業

が
受
注
で
き
な
い
入
札
制
度
の
運

用
は
問
題
だ
。

　

地
元
企
業
の
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン

や
花
火
大
会
な
ど
へ
の
人
的
・
資

金
的
な
地
域
貢
献
度
を
考
え
れ
ば

賛
成
で
き
な
い
。

横
岡
新
田
牛
尾
線
・
谷
口
中
河

線
・
横
井
御
仮
屋
線（
蓬
莱
橋
線

交
差
点
）
の
３
路
線
改
良
事
業

問　

事
業
の
変
更
内
容
と
、
事
業

完
了
時
期
の
変
更
の
有
無
は
。

答　

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
横
岡

新
田
牛
尾
線
改
良
事
業
は
、
事
業

費
の
一
部
を
取
得
す
る
用
地
補
償

の
一
部
を
実
施
し
、
工
事
は
翌
年

度
以
降
と
な
る
。

　

谷
口
中
河
線
改
良
事
業
は
事
業

用
地
の
取
得
の
一
部
を
工
事
の
約

40
％
を
、
次
年
度
以
降
に
見
送
る
。

　

横
井
御
仮
屋
線
改
良
事
業
は
、

用
地
補
償
費
を
一
軒
分
と
し
た
。

完
了
時
期
へ
の
影
響
は
あ
る
が
、

用
地
交
渉
は
続
け
て
い
く
。

一般会計３億8,500万円の減額補正を可決！
3つの常任委員会の分散開催を試行

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
次
期
島

田
市
総
合
計
画
に
関
わ
る
」「
島

田
市
の
医
療
を
考
え
る
」
を
加
え
、

「
議
会
改
革
」「
議
会
だ
よ
り
編
集
」

に
関
す
る
４
つ
の
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。（
14
ペ
ー
ジ
）

　

６
月
29
日
の
最
終
日
に
は
、
３

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

の
審
査
内
容
と
結
果
が
報
告
さ

れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
追
加
議
案
を
議
題
と

し
、
質
疑
、
反
対
討
論
、
採
決
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
追
加
議
案
は
す

べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
体
制
の
特
別
委
員
会
設
置

議
会
最
終
日

　

総
務
消
防
・
厚
生
教
育
・
経
済

建
設
の
３
常
任
委
員
会
で
は
、
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
同
じ
時
間
帯

に
開
催
し
て
い
た
常
任
委
員
会
の

時
間
を
ず
ら
し
、
所
属
委
員
会
以

外
の
議
員
ほ
か
が
傍
聴
で
き
る
よ

う
に
分
散
開
催
を
試
行
し
ま
し
た
。

（
４
・
５
ペ
ー
ジ
）

３
常
任
委
員
会

に
よ
る
審
査

平成27年
６月定例会
の概要

氏　名 会派名 賛成○
反対×

伊藤　　孝 きょうどう島田 ○
山本　孝夫 きょうどう島田 ○
森　　伸一 きょうどう島田 ○
福田　正男 きょうどう島田 ×
杉野　直樹 桃

と う

李
り

の会 ○
横田川真人 桃李の会 ○
仲田　裕子 桃李の会 ○
佐野　義晴 桃李の会 ○
大石　節雄 桃李の会 ○
村田千鶴子 魁

さきがけ

しまだ ○
曽根　嘉明 魁しまだ ○
平松　吉祝 魁しまだ ○
藤本　善男 創造島田 ○
清水　唯史 創造島田 ○
八木　伸雄 創造島田 ×
青山　真虎 無会派 ○
桜井　洋子 無会派 ○

採決結果一覧

※賛成・反対が分かれた議案を掲載。
※議長（紅林　貢）は採決に加わりません。
※並び順は、会派ごとの議席順です。
※「無会派」とは会派に属さないことです。

新東名インターチェンジ付近での道路改良（横岡新田）
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経
済
建
設
常
任
委
員
会

田
代
の
郷
温
泉
・
指
定
管
理
に
！

　

地
域
の
関
わ
り
を

☆
平
成
27
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

☆
島
田
市
民
憲
章
の

　

議
決
に
関
す
る
条
例

☆
田
代
の
郷
温
泉
条

例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
簡
易
水
道
費

問　

同
じ
サ
ー
ビ
ス
と
は

言
え
な
い
の
に
、
一
律
料

金
体
制
は
不
公
平
で
は
な

い
か
。

答　

平
成
26
年
４
月
に
合

併
時
の
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
統
一
を
図
り
、
統
一
後

の
予
算
で
組
ま
れ
て
い
る
。

ど
こ
の
施
設
に
も
多
少
の

問
題
が
あ
り
、
年
次
的
に

改
修
を
進
め
て
い
く
。

○
温
泉
施
設
基
金
費

問　

新
規
に
積
み
立
て
る

目
的
・
累
積
額
は
。

答　

市
が
所
有
す
る
温
泉

施
設
及
び
温
泉
宿
泊
施
設

の
保
全
、
修
繕
、
改
修
費

に
充
て
る
。
今
ま
で
の
分

に
新
規
分
１
４
０
０
万
円

を
加
え
る
と
、
１
億
４
０

７
７
万
円
で
あ
る
。

○
土
木
費
全
般

問　

道
路
改
良
工
事
等
の

交
付
金
の
大
幅
な
減
額
の

影
響
は
。

答　

交
付
金
の
内
示
率
は

去
年
、
今
年
と
50
％
を

切
っ
て
い
る
の
で
非
常
に

財
源
的
に
苦
し
い
状
況
。

３
路
線
の
整
備
へ
の
影
響

が
あ
り
、
引
き
続
き
予
算

計
上
し
要
望
し
て
い
く
。

問　

憲
章
を
作
っ
た
だ
け

で
は
意
味
が
な
く
、
今
後

ど
の
よ
う
な
展
開
を
し
て

い
く
の
か
。

答　

憲
章
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
９
月
議
会
に
提
案

し
承
認
さ
れ
れ
ば
、
11
月

1
日
に
発
表
。
学
校
や
各

行
事
に
お
い
て
唱
和
し
広

め
て
い
く
。

問　

シ
ル
ク
湯
を
薄
め
る

等
中
途
半
端
で
あ
る
施
設

を
、
今
、
指
定
管
理
に
移

行
す
る
意
図
は
。

答　

開
業
後
、
数
年
で
移

行
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、

源
泉
の
枯
渇
、
ポ
ン
プ
停

止
等
の
案
件
が
発
生
し
た
。

今
回
、
あ
る
程
度
民
間
業

者
に
引
き
渡
し
が
で
き
る

状
態
に
な
っ
た
。

問　

安
全
面
か
ら
手
す
り

を
つ
け
、
１
０
０
％
シ
ル

ク
湯
の
形
で
受
け
渡
し
を

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
。

答　

浴
槽
内
が
見
え
な
い

と
危
な
く
、
こ
れ
以
上
の

対
応
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

源
泉
の
状
況
と
今
後

の
見
通
し
は
。

答　

平
成
22
年
３
月
に
一

度
水
位
が
下
が
り
、
ポ
ン

プ
が
止
ま
っ
た
翌
年
か
ら

源
水
管
理
を
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
一
日
当
た

り
の
ポ
ン
プ
の
稼
働
時
間

を
3
時
間
か
ら
３
時
間
30

分
（
湯
量
12
ト
ン
か
ら
14

ト
ン
相
当
）で
あ
れ
ば
、こ

の
先
も
水
位
が
安
定
し
て

い
け
る
と
思
う
。

問　

健
康
長
寿
の
観
点
か

ら
、高
齢
者
の
利
用
料（
当

日
券
）
の
割
引
の
考
え
は
。

答　

今
後
、
指
定
管
理
者

と
協
議
す
る
中
で
可
能
と

考
え
る
。

問　

議
決
に
関
す
る
条
例

を
つ
く
る
理
由
は
。

答　

市
民
が
主
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
、

市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会

の
議
決
を
い
た
だ
き
た
い
。

交付金減額の影響は（写真は谷口中河線改良工事）

川根温泉の源泉からシルク風呂にリニューアル
（平成26年12月2日からリニューアル）
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厚
生
教
育
常
任
委
員
会

国
庫
補
助
金
返
還
免
除
に
よ
り
予
算
を
減
額

○
総
務
管
理
費

　

国
庫
補
助
金
返
還
金

　

川
根
小
学
校
給
食
配
膳

室
の
財
産
処
分
の
承
認
を

得
た
こ
と
に
伴
う
補
助
金

返
還
金
の
減
額
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
で
、
当
初
予

算
で
計
上
さ
れ
た
１
０
６

５
万
５
０
０
０
円
を
返
還

し
な
く
て
よ
く
な
っ
た
。

新しくなった川根小学校給食配膳室

☆
平
成
27
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

最
高
限
度
額
の
上
限
の

引
き
上
げ
が
平
成
28
年
4

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

　

診
療
報
酬
の
加
算
を
受

け
る
た
め
、
診
療
科
目
の

外
科
を
外
科
（
消
化
器
及

び
乳
腺
）
と
し
た
。

☆
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

☆
病
院
事
業
の
設
置

等
に

　

関
す
る
条
例

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
担
当
職
員
が
初
回
訪

問
の
時
に
身
分
を
証
明
す

る
書
類
を
提
示
す
る
こ
と

や
、
各
支
援
の
計
画
書
を

充
実
す
る
よ
う
改
正
し
た
。

☆
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定

介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

総
務
消
防
常
任
委
員
会

情
報
管
理
の
徹
底
を

○
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
シ
ス
テ
ム
の
整
備
費

問　

年
金
の
情
報
漏
え
い

問
題
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
も
不
安
視
さ
れ

て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
は
ど
う
か
。

答　

個
人
番
号
は
暗
号
化

し
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
た

と
し
て
も
芋
づ
る
式
に
漏

れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に

す
る
。
ま
た
、
特
定
の
業

務
・
職
員
の
み
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
管
理
す
る
。

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
、

市
が
発
行
す
る
他
の
カ
ー

ド
と
の
統
合
は
あ
る
の
か
。

答　

社
会
保
障
と
税
と
災

害
対
策
に
利
用
す
る
。
そ

の
ほ
か
、
各
課
で
利
用
し

た
い
場
合
は
、
条
例
の
改

正
が
必
要
と
な
る
。

　

旧
自
治
体
名
義
で
地
域

の
墓
地
と
し
て
、
地
域
の

方
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場

所
が
あ
る
。
県
の
道
路
建

設
に
伴
い
、
移
設
に
つ
い

て
市
と
当
事
者
間
で
同
意

を
得
る
た
め
に
進
め
て
い

る
。

　

今
後
は
旧
自
治
体
名
義

で
登
記
さ
れ
て
い
る
土
地

を
現
在
の
自
治
体
で
あ
る

島
田
市
に
名
義
変
更
し
、

県
と
売
買
契
約
を
締
結
す

る
。

マイナンバー制度のキャラクター「マイナちゃん」と「個人番号カード」

☆
平
成
27
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

☆
旧
慣
に
よ
る
公
有

財
産
の
使
用
権
の

廃
止
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①島田市ホームページのトップページの
右側にあるバナーをクリック！

③URLは
ht tp : / /www.sh imada-c i t y .
stream.jfit.co.jp/　です。

②スマートフォンとタブ
レットではQRコードで

「ピッ！」

④検索エンジンに「島田市議会　映像」
と入力し、検索することもできます。

ご覧になるためには、次のプログラムが必要
です。
①オペレーションシステム（OＳ）が
Microsoft Windows→ Media Player
Mac OS→Windows Media Conponents for 
Quick Time
②Internet Explorer以外のブラウザ（Firefox、
Chrome）でプラグインを要求するメッセー
ジが出た場合は、適切なプラグインをインス
トールしてください（詳細は、ブラウザのサ
ポートサイトを参照してください）。

一般質問をインターネットでも見てみませんか？

島田市議会　映像 検索

一 般 質 問

市長に質
た だ

す！
６月定例会

　

島
田
市
議
会
で
は
、
執
行
機
関
（
市
長
や

行
政
委
員
会
）
に
、
施
策
の
執
行
状
況
や
将

来
の
方
針
、
住
民
生
活
に
密
接
に
係
る
事
項

な
ど
、
市
政
全
般
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を

求
め
所
信
を
質
す
こ
と
を
目
的
に
一
般
質
問

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
個
人
質
問

が
行
わ
れ
、質
問
の
制
限
時
間
は
50
分
で
、そ

の
時
間
内
に
一
問
一
答
方
式
で
質
問
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

質問に答える
染谷絹代 市長

森 伸一 議員

島田市として独自
な主張をすべき！

問　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
計
画
で
予
想
さ
れ
る

流
量
減
少
対
策
と
し
て
、

導
水
路
ト
ン
ネ
ル
建
設
案

が
提
示
さ
れ
た
が
、
こ
の

工
事
は
新
た
な
自
然
環
境

の
改
変
な
の
で
、
法
令
に

基
づ
く「
環
境
影
響
評
価
」

を
実
施
す
る
よ
う
、
島
田

市
と
し
て
も
主
張
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答　

指
摘
の
と
お
り
の
方

向
性
で
、
機
会
あ
る
ご
と

に
発
言
し
て
い
く
。

問　

Ｊ
Ｒ
東
海
が
市
民
ま

た
は
議
会
に
対
し
て
工
事

に
つ
い
て
の
説
明
を
す
る

よ
う
、
市
と
し
て
要
求
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

大
井
川
水
利
調
整
協

議
会
へ
の
説
明
会
に
出
た

と
き
、
ぜ
ひ
市
民
向
け
に

説
明
会
を
し
て
く
れ
と
発

言
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
は
会
社

へ
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

問　

国
が
定
め
る
原
子
力

災
害
対
策
指
針
で
は
、
防

護
措
置
に
つ
い
て
「
事
故

時
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
は
屋
内

退
避
、
そ
の
後
放
射
性
物

質
が
放
出
さ
れ
、
実
測
値

が
毎
時
５
０
０
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
越
し
た
ら

避
難
」
と
あ
る
が
、
島
田

市
の
内
容
は
。

答　

市
と
し
て
は
で
き
る

だ
け
短
時
間
で
避
難
で
き

る
よ
う
県
が
避
難
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
検

討
し
た
段
階
的
避
難
な
ど

の
方
法
を
参
考
に
検
討
中
。

問　

浜
岡
原
発
が
地
震
の

揺
れ
で
つ
ぶ
れ
る
よ
う
な

ら
、
島
田
市
民
が
１
日
以

内
に
避
難
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
、
そ
こ
ま
で
想
定

し
て
計
画
を
作
る
べ
き
。

答　

最
悪
の
事
態
を
想
定

し
て
計
画
を
作
る
。大井川上流・赤沢の大崩れ
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問　

病
院
経
営
の
重
要
課

題
の
一
つ
が
医
師
確
保
だ

と
思
う
。
現
在
在
籍
し
て

い
る
医
師
が
辞
め
な
い
環

境
づ
く
り
な
ど
、
人
材
確

保
に
向
け
た
考
え
方
は
。

答　

医
療
従
事
者
の
確
保

に
向
け
、
で
き
る
限
り
の

待
遇
改
善
を
重
ね
て
い
る
。

事
業
管
理
者
と
共
に
、
京

大
、
山
梨
大
、
名
古
屋
大
、

浜
松
医
大
等
に
招
聘へ

い

活
動

を
し
て
い
く
。

問　

新
病
院
の
建
設
事
業

費
の
上
限
額
は
２
５
０
億

円
と
知
る
。
そ
の
建
設
時

期
と
重
な
る
東
京
五
輪
の

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、

一
説
で
は
３
～
５
割
の
物

価
ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
る

と
聞
く
。
こ
の
物
価
上
昇

を
見
込
ん
で
い
る
か
伺
う
。

答　

見
込
ん
で
い
な
い
。

問　

発
表
さ
れ
た
計
画
書

で
は
、
現
在
の
健
診
セ
ン

タ
ー
及
び
救
急
セ
ン
タ
ー

を
活
用
す
る
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
削
減
で
き
る

事
業
費
は
ど
の
程
度
か
。

答　

削
減
額
は
不
明
。

問　

事
業
規
模
を
決
め
る

際
に
、
必
ず
市
長
の
最
終

決
断
が
求
め
ら
れ
る
時
が

来
る
。
そ
の
決
断
材
料
と

問　

地
方
創
生
施
策
の
う

ち
、
販
路
開
拓
支
援
事
業

お
よ
び
観
光
特
産
品
開
発

支
援
事
業
の
市
民
へ
の
周

知
は
、
十
分
し
た
か
。

答　

広
報
し
ま
だ
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
金
融

機
関
な
ど
に
説
明
し
て
い

る
。
一般
の
方
へ
の
説
明
は

考
え
な
か
っ
た
。今
後
市
と

し
て
、
地
元
金
融
機
関
と
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

金
融
機
関
会
議
を
立
ち
上

げ
拡
大
発
展
さ
せ
た
い
。

問　

来
年
度
以
降
、
同
様

の
交
付
金
が
あ
る
の
か
。

答　

平
成
28
年
度
に
新
型

交
付
金
の
本
格
実
施
の
予

定
が
あ
る
が
、
詳
細
は
現

時
点
で
不
明
で
あ
る
。

問　

こ
れ
ら
の
事
業
の
成

果
を
見
る
に
は
、
複
数
年

か
け
て
継
続
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

今
回
の
交
付
金
の
み

な
ら
ず
、
過
去
に
も
同
様

な
補
助
事
業
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
当
に
必

要
な
補
助
支
援
事
業
を
継

続
し
て
い
く
。

リ
バ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
の
良
い
活
用
法
は
？

し
て
、
例
え
ば
住
民
投
票

等
も
考
え
ら
れ
る
が
ど
う

か
。

答　

事
業
費
が
２
５
０
億

円
を
超
え
る
よ
う
な
場
合
、

住
民
投
票
も
含
め
て
、
何

ら
か
の
形
で
市
民
の
判
断

を
求
め
る
こ
と
も
あ
る
。

問　

こ
れ
ま
で
も
議
会
で

病
院
に
関
わ
る
質
問
を
し

て
き
た
が
、
そ
の
際
、
病

院
の
事
業
管
理
者
は
不
在

だ
。
有
効
な
論
議
を
す
る

た
め
に
も
、
管
理
者
の
議

会
出
席
は
で
き
な
い
か
。

答　

診
療
時
間
に
支
障
が

な
け
れ
ば
出
席
は
可
能
だ
。

問　

平
坦
で
交
通
規
制
の

な
い
コ
ー
ス
と
し
て
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
合
宿
の
誘
致
は
。

答　

県
へ
も
働
き
か
け
て

い
る
。
島
田
市
と
し
て
し

っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

伝
え
て
あ
る
。

問　

市
で
コ
ー
ス
を
使
っ

た
新
し
い
企
画
は
な
い
か
。

答　

調
査
研
究
を
し
て
企

画
し
て
い
き
た
い
。

問　

コ
ー
ス
は
右
側
通
行

か
左
側
通
行
か
。

答　

決
ま
り
は
今
無
い
が

安
全
管
理
上
こ
れ
か
ら
考

え
る
。

基本計画で発表された病院の建設場所

リバティはどっち通行？

佐野義晴 議員

山本孝夫 議員

病院は究極の市民
サービス施設だ

地方創生施策、
本気で取り組みを！
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青山真虎 議員

どうなる川根　
茶など山間地の課題は

問　

県
は
空
港
新
駅
建
設

を
目
指
し
て
い
る
。
前
提

に
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討

す
べ
き
だ
。

答　

調
査
結
果
を
見
て
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

問　

空
港
新
駅
や
新
東
名

と
Ｓ
Ｌ
・
井
川
線
や
、リ
ニ

ア
の
避
難
路
が
作
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
奥
大
井
南
ア
ル

プ
ス
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
観

光
開
発
す
べ
き
だ
。

答　

大
井
川
鐵
道
の
再
生

と
空
港
へ
の
外
国
人
の
観

光
と
結
び
付
け
る
流
れ
を

作
る
こ
と
に
は
、
同
感
だ
。

問　

川
根
町
の
将
来
は
。

答　

年
１
０
０
人
の
人
口

減
少
が
あ
り
厳
し
く
な
る
。

問　

で
は
何
人
い
れ
ば
川

根
は
豊
か
に
暮
ら
せ
る
か
。

答　

豊
さ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

問　

豊
か
さ
の
基
準
、
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
な
ど
地
区
コ

ン
セ
プ
ト
を
明
確
化
し
移

住
者
を
募
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

移
住
希
望
者
に
は
川

根
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。

問　

子
育
て
住
宅
２
期
目

の
予
定
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答　

中
止
に
な
っ
た
。
市

営
住
宅
活
用
を
検
討
す
る
。

問　

大
井
川
鐵
道
利
用
の

高
校
生
通
学
費
の
助
成
は
。

答　

小
・
中
学
生
の
支
援

は
、
し
て
い
る
。

問　

国
道
４
７
３
号
の
整

備
は
。

答　

軸
が
き
っ
ち
り
で
き

る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

問　

山
災
害
防
止
の
た
め
、

住
宅
付
近
を
優
先
し
て
間

伐
整
備
を
行
わ
な
い
か
。

答　

森
林
組
合
に
相
談
し

て
計
画
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
可
能
だ
。

茶
業
改
革
は

行
政
主
導
で

問　

良
い
茶
が
評
価
さ
れ

る
仕
組
み
作
り
は
可
能
か
。

答　

茶
業
振
興
協
会
が

や
っ
て
い
る
。

問　

市
の
財
源
の
う
ち
、

茶
の
税
収
は
い
く
ら
か
。

答　

把
握
し
て
い
な
い
。

問　

い
く
ら
も
ら
っ
て
い

る
か
自
覚
し
て
、
今
何
が

で
き
る
か
考
え
て
ほ
し
い
。

答　

言
う
ほ
ど
多
く
な
い
。

問　

駅
前
に
茶
樹
を
植
え

て
茶
の
Ｐ
Ｒ
を
。

答　

牧
之
原
台
地
が
あ
る
。

問　

荒
れ
た
茶
畑
を
手
摘

み
手
揉
み
の
体
験
農
園
に
。

答　

相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
支
援
し
た
い
。

危
機
的
な
茶
業
へ
の

支
援
策
は

問　

静
岡
県
の
お
茶
は
、

原
発
事
故
以
降
、
販
売
不

振
と
な
り
、
在
庫
の
増
え

る
中
、
今
年
は
一
段
と
厳

し
い
状
況
だ
。
農
家
へ
の

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

答　

認
定
農
業
者
支
援
事

業
・
農
業
経
営
複
合
化
な

ど
様
々
な
事
業
が
あ
る
。

問　

既
存
の
事
業
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
。
生
産

調
整
や
荒
廃
茶
園
防
止
の

上
で
も
、
大
規
模
化
と
、

反
面
、
小
規
模
農
家
の
転

作
に
よ
る
生
産
調
整
す
べ

き
だ
。
同
時
に
、
紅
茶
・

ウ
ー
ロ
ン
茶
の
新
商
品
や

輸
出
な
ど
、
県
・
農
協
に

積
極
的
対
応
を
求
め
た
い
。

答　

農
家
や
茶
農
協
の
要

望
は
聞
い
て
い
る
。
何
と

か
価
値
を
上
げ
て
い
く
取

り
組
み
を
し
た
い
。

消
防
自
動
車
の
発
注
は

問　

車
体
と
ポ
ン
プ
を
一

括
に
し
て
発
注
す
る
と
、

市
内
の
業
者
が
受
注
で
き

ず
、
金
額
も
高
い
。
分
離

し
て
発
注
す
べ
き
だ
。

答　

発
注
の
合
理
性
・
地

域
活
性
化
等
の
寄
与
を
考

え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

筆者が荒れた茶畑で手摘み、手揉みした茶

対策が求められる荒廃茶園

八木伸雄 議員

新幹線空港
　　新駅建設は
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桜井洋子 議員

村田千鶴子 議員

放課後児童クラブの
新たな整備を！

療養病床廃止！
医療弱者はどうなる

問　

療
養
病
床
廃
止
の
根

拠
は
何
か
。

答　

①
施
設
入
所
待
ち
患

者
で
占
め
ら
れ
る
運
用
が

実
態
。
②
急
性
期
医
療
に

特
化
。
③
医
師
の
確
保
。

問　

市
内
に
療
養
型
病
院

は
無
く
、
経
済
的
に
困
難

な
方
の
行
き
場
は
ど
う
な

る
。
代
替
機
能
の
確
保
は
。

答　

①
民
間
の
療
養
設
置

型
病
院
と
患
者
様
受
け
入

れ
協
定
の
検
討
。
②
４
つ

の
志
太
公
立
病
院
間
で
の

補
完
が
で
き
な
い
か
協
議
。

大
井
川
リ
バ
テ
ィ
の
安
全

＆
日
本
一
の
大
会
に

問　

市
民
の
利
用
増
、
危

険
な
自
転
車
走
行
対
策
を
。

答　

全
区
間
の
３
市
で
進

行
方
向
に
よ
る
通
行
区
分

分
け
案
の
協
議
を
す
る
よ

う
働
き
か
け
を
す
る
。

問　

日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
目
指
し
町
全
体
で

歓
迎
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ

る
方
策
と
し
て
①
コ
ー
ス

脇
に
小
・
中
学
生
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
看
板
の
設
置

②
各
町
内
へ
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
等
の
呼
び
掛
け
を
。

答　

①
試
行
的
に
実
施
し

た
い
。
②
応
援
グ
ッ
ズ
作

成
補
助
金
制
度
を
活
用
し

て
ほ
し
い
。

県
内
初
の
学
校
教
育

支
援
員
養
成
講
座
に

期
待

問　

こ
の
講
座
へ
の
助
成
。

答　

支
援
員
を
当
方
か
ら

お
願
い
し
て
受
講
す
る
場

合
は
補
助
も
考
え
ら
れ
る
。

問　

修
了
生
の
人
材
活
用
。

答　

意
向
を
尊
重
し
力
を

活
か
す
よ
う
配
慮
し
た
い
。

問　

公
民
館
に
併
設
の
六

合
小
学
校
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
は
、
定
員
30
人
に

48
人
の
入
所
で
手
狭
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
応

は
。

答　

小
学
校
の
地
域
連
携

室
や
公
民
館
会
議
室
が
空

い
て
い
れ
ば
使
用
す
る
な

ど
の
対
応
を
と
っ
て
い
る
。

問　

専
用
室
が
必
要
だ
。

借
家
を
借
り
上
げ
る
と
か

新
設
す
る
な
ど
早
急
に
整

備
計
画
を
立
て
る
べ
き
だ
。

答　

今
後
、総
合
計
画
、実

施
計
画
の
策
定
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

問　

川
根
小
学
校
区
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設

が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
開
設
時
期
は
い
つ
か
。

答　

30
数
人
の
利
用
が
見

込
ま
れ
る
。
来
年
度
を
目

指
し
て
整
備
し
て
い
く
。

浜
岡
原
発
の
再
稼
働

は
ス
ト
ッ
プ
を
！

問　

原
子
力
規
制
委
員
会

は
避
難
計
画
を
審
査
対
象

に
せ
ず
、
規
制
基
準
の
適

合
判
断
を
次
々
と
下
し
て

い
る
が
問
題
だ
。
浜
岡
原

発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
の

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

実
効
あ
る
避
難
計
画

な
し
に
は
、
浜
岡
原
発
の

再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
。

問　

県
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
31
㎞
圏

内
の
避
難
は
、
毎
時
５
０

０
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

の
放
射
線
量
に
達
す
る
ま

で
は
屋
内
待
機
と
し
て
い

る
。
一
日
で
12
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
も
の
高
線
量
被
曝

と
な
り
、
到
底
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
が
ど
う
か
。

答　

で
き
る
だ
け
短
時
間

で
避
難
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。
想
定
外
に
備
え
て
、

市
長
か
ら
国
や
県
に
避
難

の
区
域
お
よ
び
タ
イ
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
意
見
を
出
す
。

歓迎横断幕によるおもてなし
（本通り７丁目町内会・商店会）

六合公民館に併設の放課後児童クラブ
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仲田裕子 議員

清水唯史 議員

農業を取り巻く課題

地域資源を活用した
地域活性化を！

問　

文
化
財
を
活
用
し
た

教
育
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

小
学
生
向
け
の
副
読

本
「
私
た
ち
の
島
田
市
」

の
作
成
、
文
化
課
に
よ
る

ふ
れ
あ
い
島
田
宿
出
前
講

座
に
よ
り
周
知
し
て
い
る
。

問　

市
民
に
文
化
財
を

知
っ
て
も
ら
う
方
法
は
。

答　

全
市
を
網
羅
し
た
文

化
財
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
、

そ
の
携
帯
版
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
を
観
光
マ
ッ
プ
と
合
わ

せ
て
作
成
し
た
い
。

問　

文
化
財
と
地
元
が
有

効
に
連
携
し
た
活
動
例
は
。

問　

茶
価
が
低
迷
す
る
中
、

こ
の
２
年
間
で
、
農
林
水

産
大
臣
賞
を
市
内
関
係
者

が
３
部
門
で
受
賞
し
た
。

こ
の
受
賞
を
今
後
ど
の
よ

う
に
生
か
す
の
か
。

答　

生
産
意
欲
増
大
や
栽

培
技
術
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
、
お
茶

を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
耕
作
放
棄

地
も
、
地
域
グ
ル
ー
プ
ぐ

る
み
で
解
消
に
努
め
る
。

問　

昨
年
設
置
す
る
と
答

弁
し
た
茶
生
産
者
活
用
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、

ど
う
な
っ
た
か
。

答　

継
続
的
設
置
で
な
い

と
消
費
拡
大
の
効
果
が
な

い
た
め
、
都
内
の
茶
商
な

ど
と
連
携
し
定
期
的
に
同

じ
場
所
で
考
え
て
い
る
。

問　

が
ん
ば
る
認
定
農
業

者
支
援
事
業
の
継
続
と
、

使
い
や
す
い
内
容
へ
の
見

直
し
を
す
べ
き
で
は
。

答　

こ
の
事
業
の
現
状
は

維
持
す
る
。
か
つ
生
産
者

が
使
い
や
す
い
よ
う
に
見

直
し
、
新
し
い
制
度
に
す

る
考
え
で
あ
る
。

大
井
川
鐵
道
の

新
体
制
に
望
む

問　

新
聞
報
道
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
い
か
に
。

答　

地
域
経
済
活
性
化
支

援
機
構
の
支
援
を
受
け
、

経
営
再
建
を
目
指
す
こ
と

は
歓
迎
す
る
。

問　

大
井
川
鐵
道
と
の
姉

妹
鉄
道
は
、
ス
イ
ス
の

ロ
ー
ト
ホ
ル
ン
鉄
道
と
台

湾
の
阿あ

里り

山さ
ん

鉄
道
が
あ
る
。

阿
里
山
鉄
道
の
あ
る
嘉か

義ぎ

市
と
姉
妹
提
携
は
ど
う
か
。

答　

国
際
交
流
の
基
本
は

市
民
交
流
で
あ
る
。
交
流

が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
と

い
う
素
地
が
で
き
た
段
階

で
検
討
す
る
。

答　

大
代
地
区
の
王お
う

子じ

田だ

会か
い

の
ジ
ャ
ン
ボ
干か
ん

支し

の
公

開
と
合
わ
せ
て
、
市
指
定

文
化
財
「
河
村
家
」
の
公

開
や
、
ホ
タ
ル
の
里
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

過
去
に
お
い
て
保
存

で
き
な
か
っ
た
歴
史
的
遺

産
が
あ
っ
た
が
、
今
後
の

歴
史
的
・
文
化
的
資
産
の

保
存
の
取
り
組
み
は
。

答　

本
年
度
か
ら
、
地
域

で
大
切
に
守
り
、
受
け
継

が
れ
て
き
て
い
る
地
域
の

宝
を「
し
ま
だ
市
民
遺
産
」

と
し
て
認
定
し
た
い
。

問　

認
定
の
方
法
と
ど
の

う
よ
う
な
も
の
が
想
定
か
。

答　

文
化
財
で
は
な
い
が
、

有
形
・
無
形
に
と
ら
わ
れ

ず
市
民
が
大
切
に
思
う
も

の
を
広
く
募
集
す
る
。
例

と
し
て
王
子
田
会
の
ジ
ャ

ン
ボ
干
支
、
蓬
莱
橋
、
髷ま

げ

祭
り
、
金
谷
の
茶
娘
踊
り

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

問　

大
井
川
鐵
道
を
地
域

資
源
と
し
て
活
用
す
る
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

新
オ
ー
ナ
ー
と
沿
線

市
民
と
連
携
し
、
地
域
密

着
型
で
再
建
を
支
援
し
て

い
き
た
い
。

地元有志で盛り上げる「五和駅」

農業委員会が大臣賞を受賞
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大石節雄 議員

伊藤　孝 議員

過疎自立促進計画に
住民の声を

看護学校建設の
　　　予定は？

問　

老
朽
化
し
て
い
る
看

護
学
校
の
新
校
舎
建
設
の

予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

新
校
舎
建
設
は
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
で
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
の
整

備
予
定
は
な
い
。

問　

医
師
も
看
護
師
も
、

病
院
に
は
重
要
な
存
在
だ

と
思
う
。
看
護
師
確
保
の

た
め
に
、
最
優
先
で
建
設

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　

施
設
面
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
る

こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
今

年
度
、
公
共
施
設
の
再
配

置
計
画
で
、
し
っ
か
り
検

討
し
て
き
た
い
。

教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）

問　

菊
川
市
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
教
育
が
始
ま
っ
て

い
る
。
当
市
の
導
入
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
あ
り

方
、
そ
れ
に
伴
う
環
境
整

備
に
つ
い
て
は
専
門
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
教
育
現

場
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
今
後
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
。

問　

現
在
講
演
会
等
に
お

い
て
聴
覚
障
害
の
方
の
対

応
と
し
て
要
約
筆
記
や
手

話
で
対
応
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
障
害
者
差
別
解
消

法
へ
の
対
応
と
し
て
、
Ｉ

Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
（
音
声
同
時
翻
訳

ソ
フ
ト
、
音
声
読
上
げ
ソ

フ
ト
）
導
入
は
。

答　

聴
覚
障
害
者
の
方
が

直
接
参
加
し
て
発
言
す
る

会
議
が
な
い
の
で
、
ソ
フ

ト
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
利

用
が
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

過
疎
自
立
促
進
計
画

作
成
時
に
市
民
か
ら
意
見

を
聞
く
こ
と
は
あ
る
か
。

答　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
・
集
落
座
談
会
等
市
民

か
ら
の
意
見
、
要
望
と
市

民
意
識
調
査
で
の
評
価
、

要
望
を
踏
ま
え
て
事
業
を

検
討
し
た
実
施
計
画
の
内

容
を
見
定
め
な
が
ら
、
島

田
市
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

問　

今
後
地
域
住
民
の
要

望
等
に
対
応
が
で
き
る
か
。

答　

６
月
中
に
要
望
を
聞

く
中
で
、
必
要
な
も
の
は

対
応
す
る
。

問　

過
疎
地
域
の
定
住
促

進
の
た
め
に
市
有
地
の
宅

地
売
却
は
出
来
な
い
か
。

答　

研
究
で
き
る
も
の
が

あ
れ
ば
研
究
す
る
。

問　

川
根
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
朝
早
い
便

を
望
む
声
が
あ
る
が
。

答　

大
井
川
鐵
道
の
減
便

し
た
分
を
補
完
す
る
と
い

う
役
割
、
そ
れ
か
ら
連
携

と
い
う
こ
と
で
は
、
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
。

問　

合
併
効
果
の
検
証
委

員
会
を
設
け
、
意
見
を
聞

く
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

新
し
く
で
き
た
総
合

計
画
に
そ
れ
ら
が
全
て
統

括
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
。

公
共
施
設
再
配
置
計

画
の
説
明
は
？

問　

公
共
施
設
の
再
配
置

計
画
は
市
民
に
し
っ
か
り

説
明
す
べ
き
。

答　

丁
寧
に
対
応
す
る
。

問　

再
配
置
計
画
に
お
い

て
公
共
施
設
の
民
間
と
の

合
築
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　

今
後
長
寿
命
化
と
同

時
に
、施
設
の
複
合
化
、多

機
能
化
は
行
政
運
営
と
し

て
大
事
な
視
点
で
あ
る
と

考
え
る
。

老朽化した看護学校

休館中の市民会館

S37年に建築された本庁舎
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横田川真人 議員

杉野直樹 議員

親が働きやすい
社会へ

市民サービス向上の
ために！

問　

市
の
職
員
の
幸
せ
を

守
る
の
は
誰
か
。

答　

職
員
の
心
と
体
の
健

康
、
そ
し
て
幸
福
に
働
い

て
い
た
だ
く
こ
と
も
市
長

の
責
任
で
あ
る
と
、
私
自

身
が
自
覚
し
て
い
る
。

問　

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
、

行
政
職
員
が
い
か
に
働
き

や
す
い
環
境
を
つ
く
る

か
、
い
か
に
満
足
し
て
働

い
て
も
ら
い
生
産
性
を
上

げ
、
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
も
ら
う
か
と
い
う
認
識

が
、
役
所
、
職
員
、
住
民

の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。

問　

学
童
保
育
の
「
小
１

の
壁
」
へ
の
対
応
は
。

答　

専
用
室
が
あ
る
学
童

保
育
で
18
時
30
分
ま
で
延

長
し
た
。
学
校
を
利
用
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
管
理
上

難
し
い
。

問　

保
育
園
が
19
時
ま
で

な
の
で
、
低
学
年
の
う
ち

は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
環

境
を
整
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

指
導
員
が
な
か
な
か

集
ま
ら
な
い
現
状
も
あ
る
。

問　

放
課
後
子
供
教
室
と

の
連
携
は
。

答　

学
童
保
育
の
子
供
も

放
課
後
子
供
教
室
へ
参
加

可
能
。
水
曜
の
み
実
施
な

の
で
補
完
に
は
な
ら
な
い
。

問　

子
供
教
室
を
拡
大
す

る
計
画
は
あ
る
か
。

答　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運

営
し
て
い
る
の
で
難
し
い
。

問　

指
導
員
に
つ
い
て
、

2
月
議
会
で
提
案
し
た
、

大
都
市
に
住
む
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
を
自
治
体
が
支
援

し
て
地
方
に
移
り
住
ん
で

も
ら
う
プ
ラ
ン
は
ど
う
か
。

答　

支
援
員
に
な
っ
て
も

ら
う
の
は
あ
り
が
た
い
。

光
回
線
は
ま
だ
か

問　

牧
之
原
市
と
川
根
本

町
が
公
費
で
整
備
を
決
定

し
て
い
る
が
、
島
田
市
は
。

答　

事
業
者
に
見
積
も
り

を
お
願
い
す
る
。
財
政
的

な
こ
と
も
含
め
研
究
す
る
。

問　

Ｗワ
イ
フ
ァ
イ

ｉ
Ｆ
ｉ
（
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
を
人
が
集
ま
る
所

で
普
及
さ
せ
る
考
え
は
。

答　

市
役
所
庁
舎
、
公
共

交
通
機
関
、
観
光
案
内
所

等
で
予
定
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
必
要
な

取
り
組
み
で
は
な
い
か
。

答　

い
か
に
働
き
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
か
と
い
う

こ
と
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
も
直
結
す
る
と
考
え
る
。

ど
う
す
る
？

下
水
道

問　

い
つ
か
来
る
老
朽
化

で
下
水
道
管
の
更
新
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
時
期
は
い
つ
か
。

答　

更
新
に
つ
い
て
は
、

あ
と
30
年
期
間
が
あ
る
。

す
ぐ
老
朽
化
対
策
を
す
る

必
要
は
な
い
と
判
断
す
る
。

問　

更
新
の
た
め
の
財
源

は
確
保
し
て
い
る
か
。

答　

交
付
金
と
地
方
債
を

財
源
に
、
計
画
的
に
更
新

を
進
め
る
。

問　

現
在
、
下
水
道
事
業

は
赤
字
状
態
と
判
断
す
る

が
、
提
供
地
域
は
ど
こ
ま

で
拡
大
す
る
つ
も
り
か
。

答　

採
算
が
と
れ
る
ま
で

は
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

問　

官
地
を
利
用
し
、
何

軒
か
で
１
つ
の
大
型
浄
化

槽
を
共
有
す
る
や
り
方
は

ど
う
か
。

答　

現
在
検
討
は
し
て
い

な
い
が
、
有
効
な
手
法
と

考
え
る
。

4300世帯が利用する公共下水処理場

公衆無線ＬＡＮは今、
確実に求められている
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　政務活動費は、地方自治法に基づき地方議員に支給される経費のことで、市議会により金額や支給対象が定めら
れています。
　島田市議会の場合、各議員に年額20万円まで交付されることになっています。残額は返還、超過額は自己負担に
なります。また、使い道にも決まりがあります。

平成26年度政務活動費収支報告こんなことに
使いました

議　員　名 交付額
（当初）

支出内訳
支出合計 自己負担額 返還額

調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 その他の経費

青山　真虎 200,000 177,720 2,462 8,000 188,182 0 11,818

伊藤　　孝 200,000 103,036 103,036 0 96,964

大石　節雄 200,000 166,612 166,612 0 33,388

河原崎　聖 200,000 21,086 41,000 17,483 79,569 0 120,431

紅林　　貢 200,000 116,653 33,620 6,000 93,290 249,563 49,563 0

桜井　洋子 200,000 99,700 24,282 123,982 0 76,018

佐野　義晴 200,000 77,897 43,500 55,119 176,516 0 23,484

清水　唯史 200,000 123,487 193,720 317,207 117,207 0

杉野　直樹 200,000 109,415 10,800 25,390 145,605 0 54,395

曽根　嘉明 200,000 140,850 61,820 202,670 2,670 0

冨澤　保宏 200,000 11,570 56,665 68,235 0 131,765

仲田　裕子 200,000 46,880 166,612 14,882 228,374 28,374 0

平松　吉祝 200,000 140,850 61,820 202,670 2,670 0

福田　正男 200,000 104,290 99,560 203,850 3,850 0

藤本　善男 200,000 127,547 79,680 207,227 7,227 0

村田千鶴子 200,000 140,850 61,820 24,224 226,894 26,894 0

森　　伸一 200,000 37,670 232,550 270,220 70,220 0

八木　伸雄 200,000 127,537 15,940 15,000 2,570 40,047 201,094 1,094 0

山本　孝夫 200,000 38,336 232,387 24,948 4,672 300,343 100,343 0

横田川真人 200,000 109,415 112,680 222,095 22,095 0

合　　　計 4,000,000 1,807,095 1,650,245 30,948 15,000 235,672 144,984 3,883,944 432,207 548,263

調
査
研
究
費

市
の
事
業
や
財
政
な
ど
に
関

す
る
先
進
地
の
調
査
研
究
な

ど
の
経
費

広
報
費

市
民
か
ら
の
市
政
や
議
員
活

動
へ
の
要
望
や
意
見
を
聴
取

な
ど
に
要
す
る
経
費

研
修
費

他
団
体
が
開
催
す
る
研
修
会

に
参
加
す
る
経
費

資
料
作
成
費

議
員
活
動
の
た
め
に
必
要
な

資
料
を
作
成
す
る
経
費

資
料
購
入
費

議
員
活
動
の
た
め
に
必
要
な

図
書
や
資
料
を
購
入
す
る
経

費
　

そ
の
他
の
経
費

議
員
活
動
の
た
め
に
使
用
す

る
事
務
用
品
（
文
具
）、
送
料

な
ど
の
経
費

（単位：円）

※領収書などの詳細は、情報公開コーナー（島田市役所、金谷南支所、金谷北支所、川根支所）で閲覧できます。
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特別委員会を設置しました

議会だより編集に関する特別委員会

　議会活動情報を発信する方法の一つである
「議会だより」は、市内全世帯を対象に配布され
ています。インターネット上のホームページと
共に、非常に大きな役割があります。
　市議会は「市民に読みやすく、分かりやすく、
親しみやすい議会だより」の編集に努めるとと
もに、その内容のさらなる充実について、調査・
研究を継続して進めるため、任期を延長し、も
う１年間同じメンバーで特別委員会を継続設置
しました。

委 員 長　　桜　井　洋　子
副委員長　　伊　藤　　　孝
委 　 員　　杉　野　直　樹　　横田川　真　人
　　　　　　山　本　孝　夫　　森　　　伸　一

次期島田市総合計画に関する特別委員会

委 員 長　　曽　根　嘉　明
副委員長　　横田川　真　人
委 　 員　　杉　野　直　樹　　仲　田　裕　子
　　　　　　清　水　唯　史　　村　田　千鶴子
　　　　　　福　田　正　男

　島田市の次期総合計画策定が予定されていま
す。この計画は、平成30年度から平成37年度ま
での今後８年間の市政の基本的な方針となる重
要なものです。
　市議会も、市民の多様なニーズを把握し的確
に対応できる総合計画となるよう調査・研究す
る必要があるため、特別委員会を設置しました。

議会改革に関する特別委員会

委 員 長　　大　石　節　雄
副委員長　　山　本　孝　夫
委 　 員　　仲　田　裕　子　　曽　根　嘉　明
　　　　　　藤　本　善　男　　八　木　伸　雄
　　　　　　平　松　吉　祝

　島田市議会では、平成21年４月に施行した島
田市議会基本条例に基づき、議会報告会の開催や
会議の公開など、市民に開かれた議会となるよう
改革の取り組みを進めてきました。その結果、日
本経済新聞社の調査による議会改革度ランキン
グで県内上位にランクされています。
　これまでの議会改革に関する提言や課題等に
ついて更なる調査・研究を行うとともに、実行
する内容についての調査・研究を行う必要があ
るため、特別委員会を設置しました。

島田市の医療を考える特別委員会

委 員 長　　清　水　唯　史
副委員長　　森　　　伸　一
委 　 員　　伊　藤　　　孝　　青　山　真　虎
　　　　　　桜　井　洋　子　　村　田　千鶴子
　　　　　　福　田　正　男　　佐　野　義　晴

　医師不足など深刻な状況にある島田市におい
て、今後の市民の医療ニーズに的確に対応する
ために医療の課題等に関して調査・研究を進め、
島田市民病院をはじめ市内の医療関係機関と連
携し、安心で安全な医療を継続的に提供できる
医療のあり方について調査・研究する必要があ
るため、特別委員会を設置しました。

　平成27年６月定例会最終日の６月29日に「次期島田市総合計画に関する特別委員会」、
「議会改革に関する特別委員会」、「島田市の医療を考える特別委員会」、「議会だより編集
に関する特別委員会」の４つの特別委員会を設置しました。

※委員は議席番号順に記載してあります。



平成27年６月定例会	 議会だより50号	

（15）

　平成27年度第１回議会報告会が、５月22日（金）市内３会場で開かれました。議会活動の報告と３常
任委員会の報告の後、質疑と意見交換が活発に行われました。

議会への意見が多く寄せられました〜議会報告会〜

会場：金谷公民館みんくる　出席８名

会場：島田市役所会議棟　出席12名 会場：島田市役所川根支所　出席11名

質　疑

・地方創生事業はどのように行われるのか。
・FM島田の難聴地域の改善策はないか。
・大井川鐵道や地域活性化の支援については。

要望と意見

・議会報告会開催の広報に改善ができないか。
・議員の一般質問のやり取りに工夫を。
・市民病院建て替えの将来展望が見えない。

質　疑

・パラリンピックをリバティでできたらよいが。
・地方創生とはどういうものか。
・大井川鐵道支援の方法に疑問が残る。

要望と意見

・税収アップの施策を考えるべき。
・自治基本条例はどうなっているのか。
・リニア中央新幹線による大井川流量減少が
　心配。
・障がい者が暮らしやすいまちづくりを。

質　疑

・かわね保育園民営化のメリット・デメリットは何か。
・かわね保育園民営化後の経営方針が心配だ。
・軽度生活支援の制度変更の方向性は。

要望と意見

・かわね保育園民営化の地元との話し合いが不十分。
　地域の声を聴く機会を作ってもらえないか。
・中山間地振興の将来目標が見えない。
・大井川鐵道存続に向けた対応を。
・簡易水道の整備を今後も進めてほしい。

市民と意見交換をする市議会議員（島田会場にて）

　議会報告会で出されましたさまざまな要望・意見は、市当局に伝えると共に議会運営委員会や議会
改革に関する特別委員会の場で検討してまいります。ご参加いただきました皆様に感謝いたします。

出席者 アンケートから
今回の議会報告会はいかがでしたか？

（満足・やや満足）　議員の生の声が聞けた。真摯にまじめに答えてくれた。時間をもう少し取ってほしい。
（どちらともいえない）　説明が上手でない。意見交換を中心に進めた方が良い。
（不満・やや不満）　地方創生について、詳しく説明が欲しかった。参加者が少ない。質問時間が少ない。
　　　　　　　　　説明内容を事前に文書化してほしい。

市議会に期待することは何ですか？　（複数回答可）

市民との対話意見交換31.7％　政策の提言31.7％　行政のチェック23.3％　情報発信15％
その他（市民病院の建設など）



し
ま
だ
議
会
だ
よ
り

「
島
田
宿
・
川
越
遺
跡
」
の
模
型
を
作
り
ま
す

島
田
工
業
高
等
学
校
建
築
科
３
年
生
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平
成
27
年
６
月
定
例
会
は
、
各
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
各
特
別
委
員
会
な
ど
新
た

な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
当
「
議
会

だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
は
昨
年

と
同
じ
メ
ン
バ
ー
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
視
察
や
、
２
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
を
基
に

改
善
し
、『
市

民
に
読
み
や

す
く
、
分

か
り
や
す

く
、
親
し
み

や
す
い
』
を

コ
ン
セ
プ
ト

に
「
議
会
だ

よ
り
」
を
作

成
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご

愛
読
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　平成27年第３回（９月）市議会定例会（本会議、常任委員会）の日程は次のとおり予定しています。
いずれも午前９時30分から開会します。

９月 1日（火）　本会議（議案上程）
９月 9日（水）　本会議（一般質問）
９月10日（木）　本会議（一般質問）
９月11日（金）　本会議（一般質問）
９月14日（月）　本会議（議案質疑）

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
委
　

員
　

長
　
　
桜
　
井
　
洋
　
子

　
　
副
委
員
長
　
　
伊
　
藤
　
　
　
孝

　
　
委
　
　
員
　
　
杉
　
野
　
直
　
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
横
田
川
　
真
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
孝
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
伸
　
一
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　９月15日（火）　厚生教育常任委員会
　９月16日（水）　経済建設常任委員会
　９月17日（木）　総務消防常任委員会
　９月18日（金）　常任委員会（予備日）
　９月30日（水）　本会議（最終日）

　

島
田
工
業
高
等
学
校
建
築
科
で
は

授
業
（
選
択
制
）
の
一
環
と
し
て
、模

型
（
ジ
オ
ラ
マ
）
作
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
課
題
は
「
島
田
宿
・

川
越
遺
跡
」
の
復
元
で
、
秋
の
文
化

祭
に
向
け
作
成
中
で
す
。

Ｑ　

ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
製
作
し
て

い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

授
業
の
一
環
で
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
活

動
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

ま
ず
作
る
題
材
を
決
め
ま
す
。

今
年
は
「
大
井
川
の
川
越
遺
跡
」
を

製
作
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
建
物
の
設
計
図
を
作
り
、

次
に
土
台
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ー
ツ
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

完
成
は
11
月
の
文
化
祭
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

夏
休
み
も
製
作
し
ま
す
か
。

Ａ　

夏
休
み
も
、
学
校
に
来
て
製
作

し
ま
す
。

Ｑ　

コ
ン
ク
ー
ル
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
川
越
遺

跡
の
模
型
は
、
島
田
市
博
物
館
か
ら

製
作
依
頼
が
あ
り
、
作
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

Ｑ　

い
つ
も
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
製

作
依
頼
が
来
る
の
で
す
か
。

Ａ　

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
以
前
先

輩
が
製
作
し
た
「
み
の
る
座
」
の
模

型
も
、
建
物
解
体
前
に
頼
ま
れ
て
製

作
し
ま
し
た
。

Ｑ　

な
ぜ
、
こ
の
課
題
研
究
を
選
ん

だ
の
で
す
か
。

Ａ　

模
型
が
完
成
す
る
と
か
っ
こ
い

い
な
と
思
っ
て
、
こ
の
課
題
研
究
を

選
び
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
が
こ
の
模

型
を
作
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
楽

し
そ
う
で
し
た
。
今
ま
で
の
模
型
を

見
て
、「
や
り
が
い
が
あ
り
そ
う
」
と

感
じ
た
の
で
。

　

先
輩
か
ら
も
「
楽
し
い
」
と
勧
め

ら
れ
、
壊
さ
れ
た
建
物
を
再
現
す
る

こ
と
も
凄
い
と
思
い
ま
し
た
。

―
こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
模
型
を

製
作
し
て
く
だ
さ
い
。

「大井川の川越遺跡」のジオラマを作成中

平成27年９月定例会を傍聴してみませんか９月定例会の日程

☆日程が変更され
ることがあります。
ホームページ等で
ご確認ください。


